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fro泊 foeOrthopedic Division, Kyoto University medical School. 

(Director Prof. E1パIKormo.) 

by 

Y ASUO Y OSHIMINE 

T. T., a 21 years old lumberman was injured severely on 19th July 1952 by 

a large timber sliding down against his low back, and fell into transient shock 

with fracturs of various parts of skeleton : pelvis, right femur, left fibula, right 

ulna and traumatic dislocation of left hip joint. 

At first he was transported to be admitted to a certain neighbouring hospital, 

and after three days submitted to osteosynthesis by inlay graft of right femur 

without proper treatment to the fractures of pelvis and dislocated left hip joint. 

On 25th Aug. 1952 he was admitted to our clinic due to delayed bony union 

of pelvic fractures complicated by old traumatic dislocation of the left hip joint 

and pseudarthrosis of the right femur. 

On 5th Sept. operative reposition of the left hip joint was performed and on 

31st Oct, Kilntscher’s operation combined with cancellous bone graft obtained 

from ileum for the right femur fracture; 

w巴 couldobtain the successfull results from our operative procedures in the 

restoration of the functions of the left hip joint and in the firm bony union of 

the fractures of pelvis and right femur. He left our clinic on 4th Apr. 1953 
walking by his own legs without using any cane. 

From this experience I have the opinion that in the treatment of such a case 

with fractures of pelvis complicated by disloction of hip joint and fracture of 

femur reposition of disloction must be performed at first just in the same waY 

as the therapeutic principles used for the fractures complicated by dislocation of 
joint in another part. 
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’待機骨折は11l2l＇＜「 Rc<lcnger上にの十日告以L rn1w,1ミ

Malgaigne氏の臨月、的及び病湾解剖さま的報告の他，多

数の千~~；があり，叉フ~－nr－於ても明治39年桑原，佐蕨，

伊路氏め幸qj告以長多欲の症例報；去があるが，長管骨特



左股関節目覚日，右大限骨仮闘節を令併せる骨密主骨折の 1例

に大l濯骨骨折と股関節脱日吉伴える例村本主II女献上少

数例に過ぎず，誠に珍らしい症例と回、われるので報；号

し，その成因及び治療に就いて考察室加えたい．

症例

国O武O氏 21才省出材人夫

現病歴 ： a~手1127年 7 月 19R山複の斜商で木馬にて材

木運搬中とって縫木（j花木の如きもの）の聞に倒れ，

材木と木馬とが落下し才、IJ桜木の横の 「カテ」との聞

に挟Eされ負傷，直ちに某病漢にて骨縫骨折，外傷性

左般脱，右犬漣骨骨折，左~骨骨折，右尺骨骨折，及

び外傷性ジヨ ヅグの診断を受け該病院に入院，シヨ y

p症状の軽快後受傷後3円目に右大！腿骨折内制1f.去に依

る脅接合術を受けたが，骨熔合遷延し内剥l骨も折れ仮

問凶l. 初診時骨自主レ線写良（き傷後36日）

牌自の上外方t二移

勤し後方腸骨脱臼

関節状態わま h受傷後約 1ヶ月後i)8月25日当教室に 像i乞示している．

入院した． 初診時大恐骨レ

初診］年， f本格中等栄養紛不良，軽度議痩し可視結膜 ．線’写真では（附図

一般に軽度食.or.性，心防には著変なく腹部にも呉常ー 2参照）右大腿骨

認めず，血液検査上侭虫色素性賛血を雪正明した． 骨聞には異常なく

大転子下方的 13c

m.の瑚iに骨折転

佼仮関節形成像を

みる．

経過：入院後11

日目即ち受傷後.1.7

問自に骨量霊骨折の l
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局所所見・骨縫は非対初1性で軽度左側高位に傾斜，

変形し恥骨連合苦i；及び坐骨結節ffilに何軽度の圧痛を認

めた．併し側方及び前後方向より圧迫するも異常運動

や事L俊音を認めなかった．左下肢は股関節にて軽度屈

曲内転内旋しプーパl~ ト民組楕は右健側に上むし左｛Ill／が

急峻で左大転子はローゼル・ネラトン氏線よりも高位

に変位し外方に突出， 大砲骨聞は上外方に転位し大転

子に連続する骨性妓抗として轡筋下に触知する，右下

肢は略々中間袋枚、乞とり大漣外側に約20擁長の手術娠

痕あり一部広肉芽創あちて右大艇は一般に仇、瀬漫世に

腫脹し梢浮盤状を呈しその中央部に外｛lllJ{!1状の骨剥；変

形を認めその膨隆吉i；に医痛を程明する，叉長剥l方向で－

E迫牽引すれば疹痛著明で各方向に異常運動をみる寧L

際音は聞き得ない，雨下肢共自動運動全く不ag，電車製
距離は左倒.Dem.右84.. 5cm.大l怪周径は左33.0cm.右

3B.Ocm. 下：~周径は左27.0cm. 右27.5cm. 膝議及びア

与レス~反射両側共減弱．

骨j窓合‘古ゴまって左 阿・l図2.初診時1"腿骨レ線写民

レ線所見 ：；初診時骨盤レ線写真では（附図 1参照）

左側では骨盤前輸に於て左湯恥隆起苦＇ llより閉鎖孔の後

外側方向に坐骨結節周辺に至る縦骨折線あり，この恥

骨及び坐骨の一部よりなる遊離骨折片は内上方に極度

の伝位を示 し右側では恥骨体より閉鎖孔を貫き坐骨下

行枝に至る斜骨折線あり，この遊離骨折片t工更！こtj、，骨

折を呈する，骨縫後輸には骨折像なく，右大．腿骨顕は

股関節脱臼の制度 （姿傷分36日）

的王室復術

を行い骨

量撃を含め

てギプス

閤走を施

した，早桁

後12日目

にギプス

ピ除去し

骨告書固定

せるま込

股関節の

運動練習

及びマツ

サーヂを 抑J図3.Jr.股関節盤復直後のレ線写民
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開始し約 1ヶ月半仁て自動運動屈曲110’，仲良mo，他

動運動lffijffl75°，外転40°，内転15°の良好なる －~1］動性·:r

得税1.!I：距離89.0cmで5.0cm延長せ しめる事が出来た．

左股関節盤復直後のレ線＇￥真（附図 3参照）では良

好なj主復像をみている．

骨機受傷後2ヶ月半，股関節整復後4週 間のレ線雪

真及び受傷後3ヶ月の骨盤前輪骨折部l〆線写真では（

附図 1, 5 ~照）骨折部は完全に癒合している．

ドf.Jl:.:<J 4. 芸品傷後 2 ヶ WI三’「1・~！:i レ線写：!!¥ 

ドfl1刈日 当1lh後 3 ケ JJ 骨撚1iliij恥；~j；レ線写！！＼

両j f走 f(ff i'.＇ト 11111 lfli 

附凶 （1. 右ノ、腿骨術白.ljレ線写n

受傷後1 ヶ fj 怜線骨折の完全なる骨~合止まちて右

大！腿’号、仮関節に対してKiintscher氏関内［当定法を施行

し， 併せて腸骨駒より採取せる海綿骨を骨折音i：周辺に
充損L,.ギプス固定を行った，術前のレ線宣言真で （附

図 6参照）見られ る不必要に形成されたる仮骨を清掃

前後而 斜 1Hll荷

JIH /. ;f;大腿骨術後レ線写！！＼

し，術後のレ線！写真らみ1( （附図7参照）良好に常復

された，術後 2週間でギプスを除去し， 3週間でマγ

サーヂ及び歩行練習（投薬杖により）を始め，Kiir.t-

sch er法施行後3ヶ月にてlfilj内釘を抜表し自力歩行練

習後入院7ヶ月で退院した．

考察

(1) 他症仰！との比較，景近6年間乙於ゐ当教室。骨

縫骨折入暁慰者。名と比桜するに別表の如 くであι．
高ii損傷として他部骨折を伴ったものVi..，大腿骨折I例1

外傷性投関節目覚臼 1例，肋骨骨折 lf列宮みるのみで本

邦女献ヒ『亡ても木液例の如く諸々の骨折を1ドゥたもの

1-:t珍らしい．

合併症として最も重要であり且多く の紅例に見られ

るのは傍焼及び尿道損傷であるが， これは木tlF,例1~－ ii

主主いl二見られなJトハた．

別表に於て傷害D原因を Bartels氏の分績により，

A. 物休ヵ：個体！て衝突した場合

B.個体が物休に衝突 した犠合

c. 骨綾部の直接座談

に分けると，AliO-t／重量物体が個体に衝突したJ~，合が

最 も多く ，ヌ Orator氏。分演により

I. 聯．業的傷容

n. 変辺7えび1i~~~傷筈

111- 自殺（飛下り）
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別 表 f止近6；μ問に於る骨脱骨折入院勉者
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治 療｜輔l判7ス床

に分けると交通事故によるものカ；1J,い等は諸家の統苛 結合隊i解や尿道E奪月光傷筈カ：ないと云う事t主，主二つて倒

と同様でるる．

(2）成悶に就て，成人の骨性骨盤は 1つの骨輸であ

り，且強靭なる靭帯及び筋により閤緩せられ弾力性t之

官んだ構造形態を有している放に，骨盤骨折は骨告書の

有する抗滞限度を越えた外力が作用した時に起り得る

ものであり，止tの抗梓力即ち強度と外力の強き及びそ

の方向，速度，持続時間即ち外力の仕事の量，作用せる

部佼等カ掌的要素が関係するが， Redenger氏の言 う如

く筋牽引力の共同作用をも考慮しなければならない．

本症例の如く比較的抵抗の弱L、骨健前輸のみが両側

世に復維な骨折を来 し，然も恥骨坐骨骨折に多い恥骨

h樗甘：1；を打った時に生ずる下方鉛直方向よりの庭達外

力よりも， 主 として外力の主力は側方よりの作用し骨

盤は前額面に圧迫され為に腸骨翼は全荷重を受けこの

荷重は2分して骨盤前輪友び後輸に介遠性に作泊した

ものと考えられるが，別図の如く此の中，前方の分力の

作用に依って比較的抵抗の弱L、前輪部に骨折を生じ，

後方の分力の作別によって左下肢に作用した外力と共

に股関節に生l'fll的可動領域J;}J二の急激なる運動：乞’盗要

しt強い内~認と共に積粁現象により遂に脱臼を来すに至

ったものと考えられ，その為後輪では後仙腸靭衛が緊

張断裂して起るf1ui号腸’侍の骨折乃至はイIU腸関節の脱臼
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を起すに司王らなかったものと思オ】れる．右大1腿骨は下

段の枕木f二依る直達外力によるものであり，従って此

等の諸骨折（主主としだ三方向よりの外力の作用及びそ

の反作用によるものと推定される．

即ち勝者はとって枕木上に轡部官うち下方よ り鉛直

方向の直達外力を受kすると共に右側｜府人1i/.に倒れ右手を

つき，右大波及び右前湾に直逮外力をうけ，叉同時仁

左側方より木馬，材木の重量が左腸骨部に作用し骨島幸

白rfj輪後輪に介逮外力として働き目；左下肢にi]l主度の内転

ヵ：頭要されてか込 ゐ複維なる様相ゥー呈したもので模塑

的に附図日の如く表はされるものと恩われる，この際

I. 2. 

料l図R. 受傷時推定外力のf'FJJl：方l句

左側の内閉鎖筋の筆引力：・－：：より左側の骨折片転伎が右

7乙仇：て恥’rtの整復'Kますます刷嫌ならしめ支股関節に

隊l日性Hi~臼状態金招士、して治癒をー ！時凶搬ならしめる

ものである.i般に原則に従い光づ第一に早期に股関節

目見臼のJ完復を企図し併せて骨鶴間定を行うべきで，整

復（1:徒手！室復不：ii=~な らば叫底的になすべきものと考え

る． 大j鑓骨骨折に対しては骨縫骨折娠合し安定せる時

期に於て行 うも今Hの進歩せる骨接合術諸術式よりす

れば何ら憂慮ベ主ものではない．

結 語

(1) 骨探骨折に左投関節脱臼，"ti大腿骨仮嗣節を伴

える珍らしL、ーl列を経験した．

(2) 特f土木症は受傷後直ちに股闘節脱臼及ず骨縫に

剤 、る処置乞せずして大腿骨骨接合術主行つl乙が，遂

に仮関節形成を見たものであうた．

(3) 当数百伝入院後傍線骨折の一応；の~Vi'を待って到

底的股闘節選復を施行し，そめ後右大｜隠骨仮関節の骨

接合術‘i:行い両下肢tてH灯な可動性をmせしめ自力歩

行可白色とな乃退院した．

(4) 本症、告と中心として骨折及び脱臼を伴える湯合の

骨媛骨折に就て， その成閃及び治政二考療を加え， 一

般骨折D場合と同様早期tこ脱臼に対する処置と共に骨

に比し強くなったものと考えられる． 後間定三ヒすぺき事を：七張し7こ．

{3）治療に就て，骨主主骨折に対する治療として重要 交 献

なのは，合併症，副損傷に対する特に外傷性ショy!/ 

及び尿道勝股m傷に訴する処置であることは周知の通

りである，骨折その ものの治療は，出来うれば直後直

ちに直腸裁は隊内より強復，；：－試み種々の方記長にて固定

1・行う， 一般にこの固定は比較的よく保持されるもの

であるi

然し木症例Jの如く機首量的に も重大なる副損傷な有す

る陽台，先づ第一に如何なるものより処置すべきかと

云う事が尚題である，本f定例弘前述の如く莱病院にて

受傷後3日目に大混骨折に対して内軸法によ る骨接合

術をうけたのであるが， 一般骨折に於ても骨折と脱臼

が合併した湯合は先づ脱臼を処置するのが通別であ

り，林三本症砂iJJの如く転位がらゥてす幸雄不安定の早期

に於て骨接合術を斤っても充分な固定は開難であり骨

総合選延も れし易いと忠われる．或る穏度の転伎は止

むャd持ないと しても著明なる裂、形古胎さない様に先づ

以て骨，縫同定を行うべきであり，又治路後の下肢の運

動機能をL考帰すれば股闘節脱臼乞放歯すると云うこ

とは骨・11'.t＞二於ては腸骨大腿版物，耳b官・築関楕の君主縮の
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